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去
る
、
六
月
十
五
日（
木
）石
巻

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
令
和
五

年
度
定
時
社
員
総
会
を
開
催
し
、

総
正
会
員
数
の
三
分
の
一
以
上
を

満
た
す
、
四
百
五
十
五
名
が
出
席

し
ま
し
た
。（
内
委
任
状
出
席
者

三
百
六
十
九
名
を
含
む
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
か

ら
約
三
年
間
に
渡
り
開
催
が
制
限

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
よ

り
通
常
規
模
に
戻
っ
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
石
巻
税
務
署
署
長　

石
本 

峰
男 

様
を
は
じ
め
、
友
誼

団
体
よ
り
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様

に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
先
般
開
催
さ

れ
た
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
事
項

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、三
議
案
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
及
び
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
報
告
事
項
】

◇
令
和
四
年
度
事
業
報
告
の
件

◇
令
和
五
年
度
事
業
計
画
報
告
の

件
◇
令
和
五
年
度
予
算
報
告
の
件

◇
そ
の
他

【
議
　
　
案
】

◇
第
一
号
議
案

令
和
四
年
度
収
支
決
算
報
告
承

認
の
件

＝
監
事
監
査
報
告
＝

◇
第
二
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
承

認
の
件

◇
第
三
号
議
案

　

そ
の
他

　

議
事
終
了
後
、
長
年
に
渡
り
当

会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
退
任
理

事
の
皆
様
へ
感
謝
状
の
贈
呈
の
ほ

か
、
令
和
五
年
度
優
良
経
理
員
表

彰
並
び
に
令
和
四
年
度
会
員
増
強

功
労
者
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
様
子
は
次

ペ
ー
ジ
に
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
五
年
度  

定
時
社
員
総
会
を
開
催

令和５年度　石巻法人会役員一覧
職　名 氏　　名 会　社　名
会　　長 松本　　賢 ㈱石巻精機製作所
筆頭副会長 大河原　惇 ㈱大河原光学

副  会  長

尾形　和昭 協立塗料㈱
松本　俊彦 ㈱松弘堂
齋藤　祐司 ㈱齋武商店
武山　良一 ㈱タケヤマ
櫻井　一義 ㈱櫻井建設

理　　事

浅野　辰之 宮城ヤンマー㈱
久我　文敏 久我建設㈱
後藤　宗徳 ㈱ソーワダイレクト
木村　研一 ㈱ゼン・インターナショナル
若生　保彦 若生工業㈱
松本　治久 ㈱七星社
今野　将克 ㈲今弥商店
土田　太一 ㈱土田葬祭
髙橋　章弘 ㈱高橋施工
阿部　秀敏 ㈱エヌエス機器
千葉　雄之 ㈱ヒラツカ
髙橋　　寿 ㈱草新舎
千葉　伸芳 ㈱東松島まるせんタクシー
佐藤　牧観 ㈱上東五和
及川　信一 ㈱おいかわ
雫石　　浩 ㈱雫石
赤間　悌博 ㈱赤間商会
田中　寛史 田中建設㈱
鈴木　悠太 鈴幸漁業㈱
佐藤　昌良 ㈱丸本組
鶴岡　昭雄 ㈱アーバンプラント
井上　　一 ㈱井上
守　　建夫 ㈱守平商店
中澤　一男 石巻ガス㈱
小野寺　靖 丸興産業㈱
大森信治郎 ㈱大もり屋本店
丸岡　美穂 税理士法人  平塚丸岡合同事務所
松川　幸代 ㈱あさひ財務経営
遠藤　利夫 ㈱遠藤商会
雁部　伸浩 ㈱ケアーサービス希慈
木村美保子 ㈱ゼン・インターナショナル

監　　事
梶谷　啓二 石巻商工信用組合
佐藤　直行 石巻信用金庫
鶴田　勇治 鶴田税理士事務所

《
退
　
任
》

副
会
長　

伊
藤　

武
彦

（
カ
ガ
ク
興
商
㈱
）

監　

事　

石
堂　

紳
一

（
㈲
石
堂
会
計
事
務
所
）

　
　
　
　

佐
々
木　

淳

（
石
巻
信
用
金
庫
）

理　

事　

村
上　

雅
紀

（
㈱
オ
ー
テ
ッ
ク
）

　
　
　
　

遠
藤　
　

貢

（
女
川
魚
市
場
会
請
人
㈿
）

　
　
　
　

武
山　

良
治

（
㈲
報
武
工
務
店
）

　
　
　
　

柳
橋　

哲
也

（
㈱
み
ら
い
ほ
け
ん
サ
ー
ビ
ス
）

《
就
　
任
》

副
会
長　

齋
藤　

祐
司

（
㈱
齋
武
商
店
）

理　

事　

赤
間　

悌
博

（
㈱
赤
間
商
会
）

　
　
　
　

田
中　

博
史

（
田
中
建
設
㈱
）

　
　
　
　

鈴
木　

悠
太

（
鈴
幸
漁
業
㈱
）

　
　
　
　

雁
部　

伸
浩

（
㈱
ケ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
希
慈
）

相
談
役　

伊
藤　

武
彦

（
カ
ガ
ク
興
商
㈱
）
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総
会
終
了
後
、
石
巻
税
務

署 

署
長　

石
本
峰
男 

氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
「
納
税
あ
れ
こ

れ
～
こ
れ
ま
で
の
経
験
談
」
と

題
し
た
、
特
別
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
会
員
企
業
な
ど
か
ら
約

八
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
石
本
署
長
が
出
身
地

の
熊
本
県
で
の
お
話
や
税
務
署

へ
入
庁
後
、
東
京
都
な
ど
全
国

様
々
な
勤
務
地
で
あ
っ
た
出
来

事
や
ご
経
験
な
ど
を
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
方
言
に
つ
い
て
」
の

お
話
や
、
相
続
税
の
納
税
方
法

と
し
て
、
土
地
や
住
宅
な
ど
で

納
め
る
「
物
納
」
の
お
話
な
ど
、

税
に
関
す
る
大
変
貴
重
な
お
話

に
会
場
の
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

定
時
社
員
総
会
の
席
上
に

て
、
令
和
五
年
度
優
良
経
理
員

表
彰
と
令
和
四
年
度
会
員
増
強

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
九
名

の
皆
様
が
晴
れ
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

優
良
経
理
員
表
彰
は
、
経
理

担
当
者
の
資
質
向
上
を
図
る
目

的
で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
会

員
企
業
か
ら
推
薦
さ
れ
た
十
年

以
上
の
勤
務
経
験
の
あ
る
優
秀

な
経
理
担
当
社
員
を
受
賞
対
象

者
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

六
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
員
増
強
功
労
者
表
彰
は
、

会
員
増
強
運
動
の
一
環
と
し
て

こ
ち
ら
も
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
会
員
増
強
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
方
々
を
受
賞
対
象
者
と

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
三
名

が
受
賞
さ
れ
、
松
本
会
長
よ
り

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。（
そ

れ
ぞ
れ
総
務
委
員
会
で
審
査
し

て
お
り
ま
す
）

　

そ
の
他
、
こ
の
度
の
改
選
に

て
退
任
さ
れ
た
七
名
の
皆
さ
ま

へ
、
長
年
の
法
人
会
へ
の
ご
貢

献
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

長
年
の
功
労
・
顕
著
な
貢
献
を
称
え

十
六
名
に
表
彰
状
な
ど
授
与

特
別
講
演
会

【
臨
時
理
事
会
】

会
長
・
筆
頭
副
会
長
・
副
会
長
の
選
任

に
つ
い
て

・
会
長
・
代
表
理
事

　

松
本　
　

賢　

㈱
石
巻
精
機
製
作
所

・
筆
頭
副
会
長

　

大
河
原　

惇　

㈱
大
河
原
光
学

・
副
会
長
・
業
務
執
行
理
事

　

尾
形　

和
昭　

協
立
塗
料
㈱

　

松
本　

俊
彦　

㈱
松
弘
堂

　

齋
藤　

祐
司　

㈱
齋
武
商
店

　

武
山　

良
一　

㈱
タ
ケ
ヤ
マ

　

櫻
井　

一
義　

㈱
櫻
井
建
設

顧　

問/

齋
藤　
　

實

　
　
　
　

遠
藤　

祐
也

相
談
役/

鈴
木　

啓
三

　
　
　
　

大
槻　

勝
男

　
　
　
　

澤
村　

文
雄

　
　
　
　

千
葉　

政
武

　
　
　
　

近
江　

惠
一

　
　
　
　

上
岡　

國
夫

　
　
　
　

佐
藤
幸
太
郎

　
　
　
　

伊
藤　

武
彦

参　

与/

青
木　

八
州

顧
問
・
相
談
役
・
参
与

◎優良経理員表彰（６名）
　髙橋　琴恵 殿　協業組合石巻浄化槽管理センター� 27年
　佐藤　　亘 殿　若生工業株式会社� 23年
　三浦結美子 殿　株式会社かほく・上品の郷� 18年
　菅原明日香 殿　株式会社七星社� 17年
　亀山　響平 殿　大興水産株式会社� 12年
　阿部　夏樹 殿　久我建設株式会社� 10年
　※勤続年数に関しては、四捨五入とさせて頂きます。
◎令和4年度会員増強功労者表彰（３名）
　阿部　真人 殿　大同生命保険㈱石巻連絡所
　遠藤　敬喜 殿　日本インシュアランスグループ㈱
　及川　裕介 殿　㈱ＳＫＦ保険サービス
◎感謝状贈呈（７名）
　伊藤　武彦 殿　カガク興商㈱
　石堂　紳一 殿　㈲石堂会計事務所
　佐々木　淳 殿　石巻信用金庫
　村上　雅紀 殿　㈱オーテック
　遠藤　　貢 殿　女川魚市場買請人(協)	
　武山　良治 殿　㈲報武工務店		
　柳橋　哲也 殿　㈱みらいほけんサービス

令和５年度表彰者名簿

勤続年数
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青
年
部
会
で
は
令
和
五
年

度
報
告
会
を
五
月
十
三
日

（
金
）割
烹
滝
川
に
て
開
催

し
、
ご
来
賓
の
方
々
を
含
む

二
十
六
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

開
会
に
先
立
っ
て
柳
橋
哲

也
部
会
長
が
挨
拶
し
「
部
会

長
に
就
任
し
た
二
年
前
、
す

で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

女
性
部
会
で
は
、
五
月

二
十
三
日（
火
）石
巻
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
石
巻
税

務
署 

署
長 

石
本 

峰
男 

様

を
は
じ
め
と
す
る
御
来
賓
の

皆
様
を
お
招
き
し
「
令
和
五

年
度
報
告
会
並
び
に
公
開
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
、
過
日
開
催

さ
れ
た
役
員
会
で
承
認
さ
れ

た
事
項
に
つ
い
て
の
報
告
が

な
さ
れ
、
報
告
会
は
滞
り
な

く
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

提
案
事
項
は
左
記
の
通
り

で
す
。（
役
員
会
承
認
事
項

報
告
）

第
一　

令
和
四
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報

告
の
件

令
和
五
年
度
報
告
会
を
開
催

令
和
五
年
度
報
告
会
並
び
に

公
開
講
演
会
を
開
催

令和５年度  女性部会役員名簿
職　名 氏　　名 会　　社　　名
部  会  長 木村美保子 ㈱ゼン・インターナショナル

副部会長

齋藤喜和子 石巻みなと商運㈱

岩倉智津江 ㈱桃生交通

髙橋　一美 高橋屋根工業㈱

幹　　事

大森八重子 ㈲大森花園

小笠原博美 ㈱友善商事

菊地　幸子 ㈱菊地モータース

佐々木ミチ子 ㈱ヤマサコウショウ

高橋　和子 北上電設工業㈱

松本　芙美 ㈱アシハラ

横山　章子 ㈲追分温泉

渡辺ひろ子 桃建工業㈱

根子　邦枝 ㈱共和車輌

佐藤　陽子 ㈱佐藤設備

相  談  役 阿部　信子 豊和建設㈱

顧　　問 杉浦みち子 ㈱杉浦鉄工所

令和５年度  青年部会役員名簿
職　名 氏　　名 会　社　名
部  会  長 雁部　伸浩 ㈱ケアサービス希慈

副部会長

高橋　　一 ㈲アグリサービス髙勝

高橋　政則 ㈲高橋建機工業

岩倉　　準 ㈱桃生交通

幹　　事

大橋　　諒 ㈲おおはしコーポレーション

今野　貴史 ㈲エステートコンノ

今野　将克 社会保険労務士こんの事務所

齋藤　幸一 ㈲河南ハーネス工業

佐藤　大介 ㈲インテリア丸友

佐藤　俊之 ㈱佐藤設備

高村　貴裕 AIG損害保険㈱石巻支店

松永　有一 ㈱マツナガ

山下　英朗 ㈲山下設備

吉川　智之 大同生命保険㈱仙台支社古川営業所

相  談  役 加納　茂信 ㈱ランプワークス

顧　　問 栁橋　哲也 ㈱みらいほけんサービス

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
て

お
り
、
残
念
な
が
ら
青
年
部

会
活
動
が
思
う
よ
う
に
実
施

出
来
な
い
状
況
が
続
い
た
。

だ
が
、
次
に
引
き
継
げ
る
よ

う
準
備
期
間
と
し
て
最
大
限

努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
思
う
。
今
年
度
か
ら
は
感

染
状
況
を
見
な
が
ら
で
は
あ

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
動

状
況
へ
戻
し
て
い
け
る
よ

う
、
積
極
的
な
事
業
実
施
に

期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
過
日
開
催

さ
れ
た
役
員
会
で
承
認
さ
れ

た
事
項
す
べ
て
が
報
告
さ

れ
、
滞
り
な
く
終
了
致
し
ま

し
た
。

　

報
告
事
項
は
下
記
の
通
り

で
す
。

第
二　

令
和
五
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
報

告
の
件

第
三　

任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
の
報
告
の
件

　

続
い
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
―
の
石
川
太
郎 

氏
に

よ
る
公
開
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
一
般
参
加
者
を
含
む

六
十
二
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
腹
を
く
く
っ
た
全
国
の

社
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

と
題
し
た
講
演
会
で
は
、
石

川
氏
が
一
九
八
二
年
に
東
北

放
送
に
入
社
後
、
昭
和
、
平

成
、
令
和
の
世
代
を
跨
い
で

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
番
組
を
多

数
担
当
さ
れ
た
際
、
自
身
が

直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き

た
全
国
の
変
わ
っ
た
取
り
組

み
や
商
品
を
作
っ
て
い
る
企

業
様
を
ク
イ
ズ
形
式
で
ご
紹

介
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

◇
令
和
四
年
度
事
業
報
告
の

件
◇
令
和
四
年
度
収
支
決
算
報

告
の
件

◇
令
和
五
年
度
事
業
計
画
報

告
の
件

◇
令
和
五
年
度
予
算
報
告
の

件
◇
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
報
告
の
件

　

ま
た
、
今
回
の
役
員
改
選

に
よ
り
柳
橋
哲
也
部
会
長
が

任
期
の
二
年
を
終
え
、
新
た

に
雁
部
伸
浩
氏
が
部
会
長
へ

就
任
し
ま
し
た
。
新
役
員
に

つ
い
て
は
左
記
の
方
々
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
終
了
後
は
、
同
会

場
に
て
会
員
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
交
流
会
の
席
上

に
て
、
卒
業
会
員
へ
の
感
謝

状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
青
年
部
会
活
動
で
の
思
い

出
や
賛
助
会
員
と
し
て
の
抱

負
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

青年
部会

女性
部会
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　『賞味期限のウソ』（幻冬舎新書）という拙著のタイトルは、初めてお会いした新書編集長が、
会ったその日に考えてくださったものです。「賞味期限を過ぎると食べられなくなってしまう、
飲めなくなってしまう」と思い込んでいる人がいますが、決してそうではないのですよ、という
意味を込めたタイトルです。ある講演で、主催者の方に「この本のタイトルを演題にしてもいい
ですか」と言われて承諾したことがあります。すると、参加していた食品企業の方が「賞味期限
がウソだなんて（ひどい）」という趣旨のことをおっしゃいました。では、すべての賞味期限は本
当に「賞味するための期限」なのでしょうか。いえ、そうではありません。
　例として、ペットボトル入りのミネラルウォーターを挙げてみましょう。ガラス瓶と違って、
ペットボトルに入っている水は、長期間保管しておくと容器を介して水が蒸発していきます。ボ
トルがへこんでしまう場合もありますね。「２リットル」などと内容量が書いてあっても、長く
保管しておくと中の水が蒸発して、それだけの中身の量が入っていなくなる時期が来ます。書い
てある内容量と中身の量には、ある程度の誤差範囲が認められています。でも、その誤差範囲を
超えるほど中身の量が少ないとなると、日本では計量法に違反するということになり販売でき
なくなってしまいます。そこで、ペットボトル入りのミネラルウォーターには、「この日（この
月）までは、書いてある内容量がちゃんと入っていますよ」と担保できる期限が印字されている
のです。書いてある日（月）が過ぎたら、たちまち飲めなくなるわけではありません。そもそも
ペットボトル入りのミネラルウォーターは、ろ過・殺菌されていますから、すぐにだめになるわ
けではないのです。
　2016年の熊本地震の際、全国からペットボトル入りミネラルウォーターが支援物資として集ま
りました。地震から３年たっても期限切れの水が130トンある状態で、熊本市は花壇の水やりや
手足を洗うのに使っていました（熊本日日新聞による）。また、2019年に発生した千葉県の台風
の際は、富津市が誤って期限切れの水を市民に配ってしまったことをおわびしましたが、それを
マスメディアが大きく報じました。でも、ペットボトル入りミネラルウォーターに表示されてい
る賞味期限は「内容量が担保できる期限」なのですから、自治体はそのことを説明し、中身を確
認すれば使えることも説明した上でおわびをすれば済んだことではないでしょうか。
　備蓄してある食料や水は、賞味期限が切れる前に入れ替えをするのが理想です。そうはいって
も、うっかり忘れてしまうこともあるでしょう。いざ、自然災害が発生して「水が必要だ」と
なったとき、たとえ賞味期限が過ぎていたとしても、中身を確認して使いましょう。水は命の綱
なのですから。

【筆者紹介】井出留美（いで・るみ）
　奈良女子大学食物学科卒、博士（栄養学 / 女子栄養大学大学院）、修士（農学 / 東京大学大学院農学
生命科学研究科）。ライオン、青年海外協力隊、日本ケロッグ広報室長等歴任。東日本大震災食糧支
援での廃棄に衝撃を受け、㈱ office ３.11 を設立。食品ロス削減推進法成立に協力した。『賞味期限の
ウソ』（幻冬舎新書）、『捨てないパン屋の挑戦』（あかね書房）など著書多数。

ペットボトル水の賞味期限は
「飲めなくなる期限」ではない

食品ロス問題ジャーナリスト　井　出　留　美
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第
１
回
理
事
会

残業ゼロの仕事術！
エクセル活用講座

第
17
回
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

愛
媛
大
会
並
び
に
会
員
親
睦
交
流
会

租
税
教
室
①

第
３
回
理
事
会

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー

本部会

本部会

本部会

本部会

日　時　令和５年５月16日㈫
会　場　石巻グランドホテル

日　時　令和５年４月７日㈮
会　場　石巻グランドホテル
講　師　㈱ワンズウィル

代表取締役　尾花 彰 氏

日　付　令和５年３月15日㈬
会　場　オンライン開催
講　師　㈱ブレーン専任講師　岩見 誠 氏

日　付　令和５年４月13日㈭～ 15日㈯
会　場　アイテム愛媛ほか
講　師　夏井 いつき 氏（俳人）

日　付　令和５年５月９日㈫
会　場　石巻市立須江小学校
講　師　部会長　木村 美保子 氏

日　付　令和５年３月24日㈮
会　場　石巻グランドホテル

日　付　令和５年５月28日㈭
会　場　石巻市立渡波小学校
講　師　部会長　木村 美保子 氏

租
税
教
室
②

女性部会

女性部会

女性部会
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日　付　令和５年５月25日㈭
会　場　東松島市立大塩小学校
講　師　副部会長　岩倉 智津恵 氏

租
税
教
室
④

租
税
教
室
②

租
税
教
室
③

租
税
教
室
①

租
税
教
室
③

日　時　令和５年５月30日㈫
会　場　東松島市立鳴瀬桜華小学校
講　師　副部会長　髙橋 一美 氏

日　付　令和５年６月２日㈮
会　場　東松島市立宮野森小学校
講　師　副部会長　岩倉 準 氏

日　付　令和５年６月９日㈮
会　場　石巻市立住吉小学校
講　師　幹事　山下 英朗 氏

日　付　令和５年５月24日㈬
会　場　石巻市立中里小学校
講　師　部会長　雁部 伸浩 氏

日　付　令和５年６月13日㈫
会　場　石巻市立貞山小学校
講　師　幹事　齋藤 幸一 氏

租
税
教
室
④

女性部会青年部会

女性部会青年部会

青年部会青年部会

事 業 報 告
令和５年３月～令和５年６月
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【コロナ借換保証　制度概要】

保証限度額

保証期間

要　件

金　利

取扱期間

保証料
( 事業者負担 )

２０２４年３月３１日まで（予定）

次のいずれかに該当し、かつ、

「経営行動計画書」を作成の上、

金融機関による継続的な伴走

支援を受けること

　①セーフティネット４号の

　　認定

　②セーフティネット５号の

　　認定

　③売上高が５％以上減少し

　　ていること

　④売上高総利益率／営業利

　　益率が５％以上減少して

　　いること

０．２％等
(補助前は０．８５％等 )

金融機関所定

１０年以内（据置期間５年以内）

１億円（100％保証の融資は、
100％保証での借換が可能）

12

23

12

  

33
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【コロナ借換保証　制度概要】

保証限度額

保証期間

要　件

金　利

取扱期間

保証料
( 事業者負担 )

２０２４年３月３１日まで（予定）

次のいずれかに該当し、かつ、

「経営行動計画書」を作成の上、

金融機関による継続的な伴走

支援を受けること

　①セーフティネット４号の

　　認定

　②セーフティネット５号の

　　認定

　③売上高が５％以上減少し

　　ていること

　④売上高総利益率／営業利

　　益率が５％以上減少して

　　いること

０．２％等
(補助前は０．８５％等 )

金融機関所定

１０年以内（据置期間５年以内）

１億円（100％保証の融資は、
100％保証での借換が可能）

12

23

12

  

33
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【コロナ借換保証　制度概要】

保証限度額

保証期間

要　件

金　利

取扱期間

保証料
(事業者負担 )

２０２４年３月３１日まで（予定）

次のいずれかに該当し、かつ、

「経営行動計画書」を作成の上、

金融機関による継続的な伴走

支援を受けること

　①セーフティネット４号の

　　認定

　②セーフティネット５号の

　　認定

　③売上高が５％以上減少し

　　ていること

　④売上高総利益率／営業利

　　益率が５％以上減少して

　　いること

０．２％等
(補助前は０．８５％等 )

金融機関所定

１０年以内（据置期間５年以内）

１億円（100％保証の融資は、
100％保証での借換が可能）

12

23

12

  

33
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本 

間  

英 

一

本 

間  

英 

一

石
巻
千
石
船
の
会

石
巻
千
石
船
の
会

副
会
長

副
会
長

石
巻
最
初
の
ア
ル
バ
ム

古
写
真
で
見
る
石
巻 

❷

令和５年６月30日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第232号（10）
　

宮
城
県
の
写
真
館
第
一
号
は
仙
台
の
遠
藤
写
真

館（
遠
藤
陸
郎
）で
明
治
九
年
に
開
業
し
て
い
る
。

二
番
目
は
松
尾
寛
亮
の
松
尾
写
真
館
が
明
治
一
〇

年
に
立
町
通
一
番
地
に
開
業
し
た
。
明
治
二
〇
年

頃
に
藤
川
圓
が
定
禅
寺
通
櫓
丁
に
藤
川
写
真
館
を

開
業
し
、
明
治
二
一
年
に
は
白
崎
民
治
が
東
一
番

町
に
白
崎
写
真
館
を
開
業
し
て
い
る
。
明
治
三
八

年
に
は
小
川
写
真
所（
東
一
番
町
）と
サ
ガ
写
真
所

（
東
一
番
町
）が
あ
っ
た
。
遠
藤
写
真
館
は
明
治

三
五
年
に
仙
台
の
店
を
閉
じ
、
将
来
性
を
見
越
し

て
台
湾
に
店
を
出
し
た
。
遠
藤
睦
郎
は
大
正
三
年

に
台
湾
の
台
南
市
に
お
い
て
行
年
七
〇
歳
で
亡
く

な
っ
た
。

　

石
巻
の
写
真
館
第
一
号
は
鈴
木
新
平
が
明
治

一
二
年
に
蛇
田
町（
後
に
旭
町
）に
開
業
し
た
鈴
木

写
真
館
で
あ
る
。
鈴
木
は
後
に
御
殿
横
丁（
中
央

一
丁
目
）に
移
転
す
る
が
、
事
情
に
よ
り
東
京
へ

移
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
二
番
目
は
佐
藤
惠
時
が
明

治
二
〇
年
に
寿
福
寺
通
り（
中
央
一
丁
目
）に
開
業

し
た
佐
藤
写
真
館
で
あ
る
。
三
番
目
は
福
村
萬
七

が
明
治
二
五
年
に
穀
町（
後
に
立
町
へ
移
転
）に
福

来
館
を
開
業
し
て
い
る
。
福
村
萬
七
は
明
治
三
〇

年
代
か
ら
石
巻
の
風
景
写
真
を
多
数
撮
影
し
、
絵

葉
書
と
し
て
売
り
出
し
た
。
大
正
初
期
に
は
浅
野

広
記
が
笑
門
館
を
開
業
、
当
初
の
場
所
は
不
明
だ

が
後
に
湊
田
町
に
昭
和
六
年
に
モ
ル
タ
ル
造
り
で

新
築
し
て
い
る
。
大
正
末
に
は
湊
南
町（
湊
二
丁

目
）に
阿
部
写
真
所
が
開
業
し
て
い
る
。
昭
和
初

期
に
佐
藤
利
兵
衛
が
歌
舞
伎
座
通
り（
立
町
一
丁

目
）に
中
央
写
真
館
を
、
本
町
四
八
番
地（
中
央
一

丁
目
）に
自
由
館
阿
部
写
真
所
が
開
業
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
写
真
館
で
現
存
し
て
い
る
の
は
立
町
通

り
の
福
来
館
だ
け
で
あ
る
。

　

石
巻
の
風
景
を
撮
影
し
た
最
も
古
い
も
の
は
明

治
二
一
年
の
ア
ル
バ
ム
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ア
ル

バ
ム
は「
宮
城
写
真
帖
上
・
景
色
之
部
」で
明
治

二
一
年
五
月
に
石
巻
中
瀬
に
お
い
て
一
府
九
県
聯

合
水
産
共
進
会
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
写
真
師
は
鶴
淵
初
蔵
で
鶴
淵
は
弘
化
四
年

（
１
８
４
７
）江
戸
生
ま
れ
の
写
真
師
で
あ
る
。
ア

ル
バ
ム
に
は
一
四
枚
の
写
真
が
納
め
ら
れ
、
石
巻

関
係
は
一
一
枚
、
仙
台
が
二
枚
、
松
島
が
一
枚
あ

る
。
石
巻
に
と
っ
て
は
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
石

巻
で
は
、
石
井
閘
門
・
北
上
川
・
中
瀬
・
井
内
石

切
り
場
・
雄
勝
石
掘
採
場
を
撮
影
し
て
い
る
。
こ

の
ア
ル
バ
ム
は
渡
波
の
濱
谷
東
兵
衛
が
所
蔵
し
て

い
た
も
の
で
、
東
兵
衛
の
末
裔
の
濱
谷
善
三
氏
よ

り
提
供
し
た
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

こ
の
ア
ル
バ
ム
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
た
め

に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
以
下
に
中
瀬
の
も
の
三

枚
を
紹
介
す
る
。

　

一
枚
目
は
、
中
瀬
に
あ
っ
た
濱
谷
東
兵
衛
の
土

蔵
造
り
の
店
舗
が
写
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治

一
五
年
に
完
成
し
た
西
内
海
橋
の
最
古
の
写
真
と

思
わ
れ
る
。
解
説
に
は「
北
上
川
の
中
央
な
る
島
、
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即
ち
仲
瀬
の
濱
谷
東
兵
衛
宅
、幷
に
西
の
内
海
橋
、

及
び
湊
村
の
五
松
山
を
石
巻
の
市
街
よ
り
望
む
所

な
り
」と
あ
る
。

　

二
枚
目
は
、
そ
の
す
ぐ
下
流
の
写
真
で
千
石
船

が
写
っ
て
い
る
。
石
巻
に
は
江
戸
期
に
多
数
の
千

石
船
が
あ
っ
た
が
、
石
巻
の
唯
一
の
千
石
船
の
写

真
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
船
は
洋
式
に
改
造
し

た
二
本
マ
ス
ト
の
ス
ク
ー
ナ
ー
で
、
船
首
に
遣
り

出
し
を
装
備
し
て
前
帆
が
張
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
千
石
船
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
蒸
気
船
が

台
頭
し
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

解
説
に
は「
川
に
浮
か
ぶ
町
の
船
、
幷
に
仲
瀬

の
濱
谷
兵
衛
宅
、
及
び
五
松
山
を
望
む
所
な
り
」

と
記
し
て
い
る
。

　

三
枚
目
は
、
中
瀬
に
引
き
揚
げ
ら
れ
て
い
る
小

型
漁
船
と
鮪
が
数
匹
写
っ
て
い
る
。
鮪
は
田
代
島

な
ど
の
定
置
網
で
ち
ょ
う
ど
五
月
頃
か
ら
漁
獲
さ

れ
、
仙
台
方
面
に
も
運
ば
れ
た
。
こ
の
頃
の
中
瀬

は
石
巻
の
魚
市
場
の
機
能
を
し
て
い
た
。
後
方
の

山
は
館
山
で
、
こ
の
写
真
も
東
内
海
橋
が
写
っ
て

い
る
最
古
の
写
真
と
思
わ
れ
る
。
解
説
は「
仲
瀬

の
東
浜
、
幷
に
東
の
内
海
橋
、
及
び
湊
村
を
見
る
、

車
上
に
積
む
所
、
及
び
川
辺
に
列
し
た
る
と
こ
ろ

の
魚
は
皆
今
し
方
漁
獲
す
る
鮪
な
り
」と
記
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
写
真
師
の
鶴
淵
は
写
真
だ
け
で
な
く
、

国
産
の
幻
灯
機
の
普
及
で
名
を
成
し
て
い
る
。
最

後
に
濱
谷
東
兵
衛
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
濱
谷
東

兵
衛
は
天
保
四
年
、
渡
波
町
に
生
ま
れ
若
く
て
水

産
業
を
志
し
た
。
石
巻
中
瀬
に
事
務
所
を
構
え
て

鯛
の
酒
粕
漬
加
工
に
着
手
、
こ
れ
を
鯛
の
黄
金
漬

と
名
付
け
て
東
京
方
面
な
ど
に
販
売
し
て
評
判
に

な
っ
た
。
観
光
面
で
も
松
島
湾
の
馬
放
島
の
小
湾

に
金
網
を
張
っ
て
数
千
匹
の
鯛
を
放
流
し
て
観
光

客
用
の
釣
り
堀
も
経
営
し
て
い
る
。
ま
た
、
捕
鯨

事
業
や
ラ
ッ
コ
船
の
経
営
も
手
掛
け
て
い
る
が
こ

の
事
業
は
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

明
治
二
〇
年
頃
に
塩
釜
に
も
支
店
を
出
し
て
い

る
。
明
治
二
二
年
の
塩
釜
支
店
の
日
誌
が
残
っ
て

お
り
、
鱗
得
丸
と
い
う
蒸
気
船
を
塩
釜
～
鮎
川
間

に
運
航
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
石
巻
地
方

で
は
海
上
運
航
最
初
の
蒸
気
船
と
思
わ
れ
る
。
鱗

得
丸
は
明
治
一
二
年
に
東
京
で
建
造
さ
れ
た
三
八

ト
ン
の
蒸
気
船
で
、
塩
釜
～
鮎
川
間
で
乗
客
も
運

ん
で
い
た
。
明
治
三
〇
年
夏
に
東
京
水
産
講
習
所

第
一
回
卒
業
生
二
三
名
が
実
習
生
と
し
て
来
町
し

た
時
は
、
若
い
学
生
達
を
指
導
し
て
水
産
業
の
振

興
に
努
め
て
い
る
。
明
治
四
一
年
に
七
八
才
で
逝

去
、渡
波
宮
殿
寺
に
立
派
な
墓
石
が
建
立
さ
れ
た
。

当
地
方
の
水
産
業
の
恩
人
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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お勧めのキャッシュレス納付はこちら！お勧めのキャッシュレス納付はこちら！
◦金融機関や税務署の窓口に行かなくても非対面でＯＫ
◦待ち時間なし
◦時間を問わない
（e-Tax の利用時間及び金融機関システムの稼働時間等によっては利用できない時間帯があります）

仙台国税局

ダ　イ　レ　ク　ト
納　　付

インターネット
バンキング  等

ク レ ジ ッ ト
カ ー ド 納 付

e-Taxを操作して指定した預貯金口座から
振替により納付する手続です。

契約しているインターネット
バンキング等から納付する手
続です。

「国税クレジットカードお支
払いサイト」から納付する手
続です。

手 数 料 を か け ず に
納 付 し た い

インターネットバンキング
を利用して納付したい

e-Tax を 利 用 し て い る
（ 又 は 今 後 利 用 し た い ）振 替 納 税

納税者ご自身名義の預貯金
口座からの口座引落としに
より、納付する手続です。

納付は申告所得税または消費税のみ

振替以外を利用したい

個 人 の 方 法 人 の 方

手 数 料 不 要

毎月の源泉所得税など頻繁に納付
手続される方には特にオススメ ! ！

はい

はい はい

はい

いいえ

いいえ

いいえいいえ

それではスタート

まずはキャッシュレス納付のメリットから

国税を納付される皆様へ～最適な納付手段へチャレンジ！
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ホームページへ会員企業紹介登録のご協力お願いします
　当会では、本年度も昨年度に引き続き「ホームページ会員紹介掲載」事業をおこなっております。
　本事業は、会員企業の商品・製品・サービス等のＰＲやビジネスパートナーの発掘の他、全国各地の法人会所属
事業所や関係団体等に会員企業をアピールし、経営における新たなチャンスに結びつけていただくことを目的とし
ております。
　つきましては、本事業の趣旨にご賛同いただき、貴社の事業者情報の掲載についてご協力を賜りますよう、何卒
よろしくお願い致します。

◎申込期間　令和５年９月１日㈮〜10月31日㈫（受付期間終了後、11月から順次掲載、更新作業を行います）
◎掲載場所　公益社団法人  石巻法人会ホームページ （URL　http://www.i-houjinkai.jp）
◎対  象  者　会員企業（すでに前年にお申込みいただいております場合は、変更がない限り新たに申込みいた

だく必要はありません）
◎料　　金　無　料（登録後も一切料金は発生致しません）

　≪掲載内容≫　・以下の情報が公開されます。
　　　　　　　　　（会社名　所在地　電話番号　貴社HPへのリンク　主要業務　会社PR　業種）

公益社団法人　石巻法人会事務局　担当：阿部
〒986-0032　石巻開成１－35
TEL 0225－93－6704 ／ FAX 0225－93－6705

【本件お問い合わせ先】

申込書はウラ面へ
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公益社団法人石巻法人会  ホームページ会員紹介掲載申込書
①会社名（記入された内容は、そのまま反映されます。）

②所在地（法人の所在地をご記入下さい。）

〒 －

③電話番号・ＦＡＸ番号

ＴＥＬ ＦＡＸ

④ホームページアドレスをご記入下さい。（貴社ホームページへリンクされます。）

http://

⑤主要業務（簡潔にご記入下さい。）

⑥会社ＰＲ（会社のＰＲを100字程度でお願いします。）

⑦掲載業種　　　　上記内容を業種別に紹介致しますので、
　　　　　　　　　下記の中で掲載を希望する業種いずれか1つに○印をお付け下さい。

製造業 飲食・宿泊業 医療・福祉関連

卸売・小売業 旅行・交通・流通 金融・保険業

建設・不動産業 サービス業 その他

ご担当者： 様

【担当者Ｅ-mail　　　　　　　　　   ＠ 　　　　　　　　　　　　　　　】
※掲載等の報告及び確認を上記担当者様宛にメールもしくはお電話を致します。

公益社団法人　石巻法人会
〒986-0032　石巻開成１－35
TEL 0225－93－6704 ／ FAX 0225－93－6705
E-mail : info@i-houjinkai.jp
http://www.i-houjinkai.jp

FAX にてお申込み下さい。

0225-93-6705
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正
会
員
入
会

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
さ
く
ら〔
接
骨
院
経
営
〕	

代
表
取
締
役　

小
金
澤
良
一　

石
巻
市
蛇
田
字
下
谷
地
１

－

９

㈲
ゴ
ミ
ク
ラ〔
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
経
営
〕	

取
締
役
社
長　

吉
木　

孝
文　

東
松
島
市
大
曲
字
前
畑
66

－

９

㈱
わ
か
ば
メ
ン
テ
ナ
ン
ス〔
家
庭
用
電
気
機
械
小
売
業
〕	

代
表
取
締
役　

阿
部　

広
和　

石
巻
市
わ
か
ば
一
丁
目
10

－

１

　
賛
助
会
員
入
会

㈱
FP
パ
ー
ト
ナ
ー
仙
台
支
社
登
米
オ
フ
ィ
ス〔
保
険
業
〕	　
　
　
　
　
　

相
澤　

広
美　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
八
幡
３

－

５

－

16

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ 

２
Ｆ

大
同
生
命
保
険
㈱
仙
台
支
社
古
川
営
業
所	
所　
　
　

長　

吉
川　

智
之　

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
２

－

６

－
16

古
川
土
地
ビ
ル
３
Ｆ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
・
シ
ラ
ハ
タ	
店　
　
　

主　

白
幡
ふ
く
の　

他
情
報
非
公
開

そ
の
他
、掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
１
社
様
に
も
ご
入
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新 
規 

入 

会 

会 

員 

紹 

介
※
入
会
日
の
若
い
順
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

（
令
和
５
年
４
月
～
令
和
５
年
６
月
）（
敬
称
略
）

▪解答を書いたパズルを
切り取るかまたはコピー
して、ハガキに貼り、住
所・氏名・連絡先と広報
誌の感想・ご意見などを
一言ご記入いただき、法
人会事務局へお送り下さ
い。正解者の中から抽選
でクオカード1,000円分
を3名様へプレゼントい
たします。〆切は９月末
日までとさせていただき
ます。

〒986-0032
石巻市開成1－35
石巻ルネッサンス館内

（公社）石巻法人会
パズル係

《送り先》

【問題】
二重枠に入った数字の合計はいくつでしょう？

パズル・数独
※ルール① ： まだ数字の入っていないマスに、１から９までの数字のどれかを

ひとつずつ入れましょう。
　ルール② ： タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた３×３のブロックのいずれ

にも、１から９までの数字がひとつずつ入るようにします。

1 6 5
4 5 9

6 8 7
9 2

3 4 7 8
6 1
2 1 4

1 9 6
4 8 9

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する
出版社。数独・クロスワードなどのパズルをメディアへ提
供するコンテンツメーカーでもある。パズルＡＳＰ「ｅ-
数独」をＢtoＢ向けにリリース。

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。http://www.i-houjinkai.jp

行 事 予 定
８月２日 ㈬ 「小さな会社のための電子帳簿保存法・インボイス制度の実務」セミナー 14:00 石巻グランドホテル

８月４日 ㈮
女性部会：いちごプロジェクト団扇配布 11:30 石巻かわまち交流ひろば周辺
県連：第１回事務局職員研修会 14:30 仙台青葉カルチャーセンター
第100回石巻川開き祭り（協賛事業） 15:30

石巻市内各所
※詳細は石巻川開き祭りHPへ

８月５日 ㈯ ↓   8:00
８月６日 ㈰ ↓   9:00
８月12日 ㈯ サマーフェスタ・イン・かほく（協賛事業）15:30 河北総合センター（ビッグバン）周辺
８月22日 ㈫ 新設法人説明会 14:00 石巻ルネッサンス館

８月25日 ㈮

県連：第１回組織委員会 15:00 宮城県法人会事務局
女川支部：税務研修会 16:00

女川町まちなか交流館女川支部：報告会 17:30
女川支部：会員交流会 18:00

８月26日 ㈯
東松島夏祭り2023（協賛事業） 12:00 東松島市商工会周辺
河南桃生支部：楽天イーグルス観戦バスツアー 15:00 楽天モバイルパーク宮城

９月１日 ㈮ 青年部会：(公社)豊島法人会青年部会との交流会 10:00 未定
９月２日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断   8:30 石巻ルネッサンス館
９月６日 ㈬ 県連：第２回事務局長会議 未定 未定

９月７日 ㈭
かほく支部：税務研修会 15:30 石巻かほく商工会本所
かほく支部：報告会 17:00 〃
かほく支部：会員交流会 17:30 未定

９月８日 ㈮
県女連：令和５年度移動研修会 11:00 アインパルラ浦島（大崎市）
女性部会：会員親睦交流会 未定 鳴子温泉 湯元吉祥

９月11日 ㈪ 第2回総務委員会 12:00 石巻ルネッサンス館

９月12日 ㈫

県連：第２回総務委員会 15:00 未定
河南桃生支部：税務研修会 15:30 河南桃生商工会本所
河南桃生支部：報告会 17:00 〃
河南桃生支部：会員交流会 17:30 未定

９月14日 ㈭ 県青連：宮城県青連第4回青年の集い 13:30 JAみやぎ仙南シンケンファクトリー

９月19日 ㈫
第２回正副会長会議 11:00

石巻グランドホテル
第２回理事会 12:00
簿記実務講座① 14:00 石巻グランドホテル

９月21日 ㈭ 簿記実務講座② 14:00 石巻グランドホテル
９月22日 ㈮ 県連：第2回税制委員会 15:00 未定

９月25日 ㈪
簿記実務講座③ 14:00 石巻グランドホテル
税団協：石巻税務署と役員との座談会 17:00 石巻グランドホテル

９月26日 ㈫ 県連：第2回広報委員会 15:00 未定

９月27日 ㈬
東松島支部：税務研修会 15:30 東松島市商工会本所
東松島支部：報告会 17:00 〃
東松島支部：会員交流会 17:30 ちゃんこ萩乃井

９月28日 ㈭
県連：第2回理事会 12:00 江陽グランドホテル
簿記実務講座④ 14:00 石巻グランドホテル

９月29日 ㈮ 石巻支部：税務研修会 14:00 石巻グランドホテル

10月３日 ㈫
女性部会：第3回役員会 11:30

石巻グランドホテル
女性部会：税務研修会 14:00
簿記実務講座⑤ 14:00 石巻グランドホテル

10月４日 ㈬ 簿記実務講座⑥ 14:00 石巻グランドホテル
10月６日 ㈮ 県連：役職員研修会 15:00 未定

10月12日 ㈭
県連：第2回組織委員会 15:00 宮城県法人会連合会事務局
総務管理講座①（予定） 15:00 石巻商工会議所

10月13日 ㈮ 第40回石巻法人会会員親睦ゴルフコンペ   8:30 松島チサンカントリークラブ
10月17日 ㈫ 総務管理講座②（予定） 15:00 石巻商工会議所
10月18日 ㈬ 第39回全国大会「群馬大会」 14:00 高崎芸術劇場
10月19日 ㈭ 総務管理講座③（予定） 15:00 石巻商工会議所
10月24日 ㈫ 総務管理講座④（予定） 15:00 石巻商工会議所
10月27日 ㈮ 総務管理講座⑤（予定） 15:00 石巻商工会議所
10月30日 ㈪ 県連：第2回厚生委員会 15:00 大同生命保険㈱仙台支社

10月31日 ㈫ 総務管理講座⑥（予定） 15:00 石巻商工会議所
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